ついて 行きました。 

次の 家で も、 猿 は 同じ こと をして、 お 米 を もらい ま 

なんげん 

した。 そういう ふうに して、 何 軒 か 廻って 風呂敷に 

いっぱい 来が たまる と、 猿 は それ を 抱えて、 J 散に 走 

リ 出しました。 子供達 も 後 を 追つ かけ ましたが、 猿の 

足の 早い の 早くない のって、 またたく うちに どこへ 

行った か 見え なくなつ てし まいました。 

二 

うわさ 

不思議な 猿の 噂 は、 たちまち 村 中の 評判に なり ま 



した。 

「どこから 来たんだろう。 …… どうしたんだろう。 … 

…何だろう。 …… 不思議 だな」 

けれど 誰 一 人と して その 猿 を 知って る 者 はあり ませ 

ん でした。 

ところが、 その 翌日に なると、 また ひょっこり とそ 

の 猿が やって来ました。 やはり 赤い 布と 鈴と をつ け、 

ふろし きづ つ 

小さな 風呂敷 包み を 持って いました。 そして 村の 家の 

前で 踊って みせました。 が こんど は、 風呂敷から 野菜 

きれはし 

の 切 端 を 取り出して、 それ を くれと 言うよう なんです _ 

うわさ こ ころえ 

村の 人達 は 前日の 噂 でもうよ く 心得て いますので、 



なり ましたが、 村の 若い 人達 は、 その 猿 爺さんの こと 

を あまりよ く は 知りませんでした。 で 老人 達 はくわし 

く 話して きかせました。 

猿 爺さんと いうの は、 五 年に一度 くらいず つ 村に 

いなか まわ 

廻って くる、 田舎 廻りの 猿 使いの 爺さんでした。 長い 

髪の毛 も 胸に 垂れて る 髭 も、 昔から まつ 白であって、 

日に 焼けた 額-に は 深い 皺が よっていて、 幾つになる 

のか 年齢の ほど も わかりませんで したが、 方々 の 国で 

様々 な もの を 見て きて、 人の 知らない 不思議な こと を 

知っている、 妙な 人 だそう でした。 そして、 この 爺 さ 

んの 連れてる 猿が また、 非常に 大きな 年と つた 猿で、 



こかげ のじゅく 

気の 日に は 木 影に 野宿したり しました。 下に ござ を 敷 

き 上に 毛布 を かけて、 爺さんと 猿と は 一 緒に 寝ました。 

おけ なべ 

そのご ざと 毛布との 外に、 小さな 桶と 鍋と を 持って い 

て、 自分で 御飯 をたい て 食べる のでした。 

二 

さて、 猿 爺さんの 猿が 村へ 物 を もらいに 来たと すれ 

ば、 猿 爺さん も 村の 近くに 来て るに 違いありません。 

そして、 猿 爺さん は 〔# 「猿 爺さん は」 は 底本で は 「猿 爺 

さんん は 匕 きっと 病気 かなん かで 動け なくて、 猿が 一 



と # さん は 言いました。 「それから、 村の 衆へ 御礼の 

しるしに、 あの 丘の ふもとの うまい 泉 は あの まま 残し 

ておいて あげる から、 大事に して 下されよ」 

「ありがとう。 …… では また 明日 逢いましょう」 

そういつ て 村人 達 は 一人ず つ、 爺さんと 猿と に 別れ 

を 告げて、 家の 中へ 引き取りました。 

そして 翌朝 早く、 村人 達 はまた 広場へ やって来 まし 

た。 ところがもう 爺さんと 猿と は、 影 も 形 も 見え ませ 

ん でした。 夜の 明けない うちに どこかへ 出かけて し 

なごりお しかた 

まった のでした。 名残惜しい けれど 仕方が ありません 

ので、 村人 達 はせ めても の 心 やりに、 丘の ふもとへ 行つ 



てみ ました。 すると やはり 猿 爺さんが 約束した 通りに、 

わ みつ こおりざとう 

澄みき つた 冷たい 水が 湧き出し ていて、 蜜と 氷砂糖と 

雪と を 交 まぜた ような、 何とも 言えない おいしい 味で 

した。 

それから という もの は、 村の 人達 は それ を わざわざ 

汲みに いった リ、 野良の 行き帰りに 廻り 道 をして 飲み 

にいったり しました。 泉のお いしい 水 は、 いつも ふつ 

ふっと 湧き出して いました。 静かな 日の 夕方なん かに 

は、 キン シ ヨキ シ ヨキ、 キン シ ヨキ シ ヨキ .：：• と、 美 

し い 音が どこともなく その 辺に 聞こえた そうです。 
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